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二
〇
二
一
年
一
二
月
二
四
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
リ
ビ
ア
の
大
統

領
・
議
会
選
挙
は
、
同
国
の
安
定
化
に
向
け
た
重
要
な
ス
テ
ッ
プ
と

し
て
期
待
さ
れ
、
国
際
社
会
も
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
っ
て
き
た
。

し
か
し
、
選
挙
予
定
日
の
二
日
前
に
延
期
が
発
表
さ
れ
、
今
後
の
実

施
可
能
性
に
つ
い
て
も
不
透
明
な
ま
ま
、
政
治
対
立
の
再
燃
や
内
戦

へ
の
逆
行
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。

　
「
ア
ラ
ブ
の
春
」
以
降
一
〇
年
以
上
に
わ
た
る
リ
ビ
ア
の
不
安
定
化

は
、
欧
州
を
目
指
す
移
民
の
増
大
、
テ
ロ
組
織
や
武
装
勢
力
の
活
発

化
、
石
油
市
場
の
混
乱
に
つ
な
が
り
、
周
辺
地
域
に
与
え
る
影
響
の

大
き
さ
か
ら
国
際
社
会
の
関
心
も
高
い
。
七
年
ぶ
り
と
な
る
国
政
選

挙
へ
の
期
待
は
高
ま
る
一
方
で
、
今
般
の
選
挙
延
期
は
、
法
の
支
配

に
基
づ
く
国
家
機
構
の
建
設
や
国
民
和
解
に
向
け
た
道
の
り
が
、
依

然
と
し
て
険
し
い
現
状
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。

選
挙
プ
ロ
セ
ス
の
進
展
と
頓
挫

　

リ
ビ
ア
で
は
、
二
〇
一
一
年
八
月
の
カ
ダ
フ
ィ
政
権
崩
壊
後
の
国

家
再
建
が
進
ま
ず
、
国
内
に
は
政
治
権
力
、
経
済
利
益
、
地
域
、
民

族
、
部
族
な
ど
を
軸
に
し
た
重
層
的
・
複
合
的
な
対
立
構
造
が
生
じ

て
い
る
。
国
軍
や
警
察
以
上
に
民
兵
組
織
の
力
が
強
く
、
政
府
は
国

土
の
大
部
分
を
統
治
で
き
て
こ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
諸
外
国
は
国
益

に
も
と
づ
い
た
介
入
を
行
い
、
近
隣
国
の
武
装
勢
力
が
流
入
し
て
活

動
し
て
き
た
。

　

二
〇
一
九
年
四
月
、
東
部
を
実
効
支
配
す
る
軍
事
組
織
「
リ
ビ
ア

国
民
軍
（
Ｌ
Ｎ
Ａ
）」
が
首
都
ト
リ
ポ
リ
に
向
け
て
侵
攻
し
、
暫
定

在
リ
ビ
ア
大
使
館
書
記
官

小
林 

周

「
ア
ラ
ブ
の
春
」
以
降
、
混
乱
と
内
戦
が
続
く
リ
ビ
ア
。

二
〇
二
〇
年
一
〇
月
の
停
戦
合
意
を
機
に
、

国
家
統
合
を
目
指
す
大
統
領
選
・
議
会
選
へ
の
機
運
が
高
ま
っ
た
が
、

昨
年
一
二
月
、
実
施
直
前
で
延
期
が
表
明
さ
れ
た
。

選
挙
の
実
現
に
向
け
て
「
有
力
候
補
」
の
動
向
が
今
後
の
カ
ギ
を
握
る
。

こ
ば
や
し　

あ
ま
ね　

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
よ

り
博
士
号
（
政
策
・
メ
デ
ィ
ア
）
取
得
。
米
・
戦

略
国
際
問
題
研
究
所
（
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
）、
日
本
国
際
問

題
研
究
所
、
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研
究
所
中
東

研
究
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
経
て
、
二
〇
二
一
年
か
ら

現
職
。
専
門
は
リ
ビ
ア
を
中
心
と
し
た
中
東
・
北

ア
フ
リ
カ
の
政
治
・
安
全
保
障
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
動
向
。

大
統
領
選
挙
延
期
に
揺
れ
る
リ
ビ
ア
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政
府
「
国
民
合
意
政
府
（
Ｇ
Ｎ
Ａ
）」
を
支
持
す
る
国
軍
や
民
兵
と

の
間
で
大
規
模
な
戦
闘
が
発
生
し
た
。
さ
ら
に
、
Ｌ
Ｎ
Ａ
を
ア
ラ
ブ

首
長
国
連
邦
（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）、
エ
ジ
プ
ト
、
ロ
シ
ア
な
ど
が
、
Ｇ
Ｎ
Ａ

を
ト
ル
コ
や
カ
タ
ー
ル
が
支
援
し
、
武
器
や
戦
闘
員
、
軍
事
資
金
を

提
供
し
た
こ
と
で
、
リ
ビ
ア
紛
争
は
国
際
化
し
て
「
代
理
戦
争
」
の

様
相
を
呈
し
た
。
し
か
し
、
二
〇
年
六
月
に
ト
ル
コ
の
支
援
を
受
け

た
Ｇ
Ｎ
Ａ
勢
力
が
ト
リ
ポ
リ
周
辺
を
制
圧
し
、
Ｌ
Ｎ
Ａ
は
東
部
に
撤

退
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
国
連
や
近
隣
諸
国
が
調
停
を
進
め
、
同
年

一
〇
月
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
Ｇ
Ｎ
Ａ
と
Ｌ
Ｎ
Ａ
の
代
表
が
停
戦
合
意
に

署
名
し
た
。

　

そ
し
て
翌
一
一
月
、
国
連
リ
ビ
ア
支
援
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
Ｕ
Ｎ
Ｓ
Ｍ

Ｉ
Ｌ
）
主
導
の
リ
ビ
ア
政
治
対
話
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ｌ
Ｐ
Ｄ
Ｆ
）
に
お

い
て
、
二
一
年
一
二
月
二
四
日
の
大
統
領
・
議
会
選
挙
実
施
が
合
意

さ
れ
、同
年
三
月
に
新
た
な
暫
定
政
府
「
国
民
統
一
政
府
（
Ｇ
Ｎ
Ｕ
）」

が
設
立
さ
れ
た
。
四
月
、
国
連
安
保
理
は
決
議
第
二
五
七
〇
号
お
よ

び
二
五
七
一
号
に
お
い
て
、
停
戦
合
意
と
Ｇ
Ｎ
Ｕ
設
立
を
歓
迎
す
る

と
と
も
に
、
円
滑
な
選
挙
に
向
け
て
法
制
度
を
整
備
し
、
東
西
に
分

断
さ
れ
た
政
府
機
関
の
統
合
を
進
め
る
よ
う
呼
び
か
け
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
高
等
選
挙
委
員
会
（
Ｈ
Ｎ
Ｅ
Ｃ
）
を
中
心
に
法

制
度
や
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
面
で
の
準
備
が
進
め
ら
れ
た
も
の
の
、
夏

以
降
に
Ｇ
Ｎ
Ｕ
、「
代
表
議
会
（
Ｈ
Ｏ
Ｒ
）」、
政
府
の
諮
問
機
関
「
高

等
国
家
評
議
会
」
の
主
導
権
争
い
が
激
化
し
、
選
挙
プ
ロ
セ
ス
も
停

滞
し
た
。Ｈ
Ｎ
Ｅ
Ｃ
は
七
月
ま
で
の
選
挙
法
確
定
を
求
め
て
い
た
が
、

Ｈ
Ｏ
Ｒ
は
選
挙
法
の
審
議
を
延
期
し
続
け
、
大
統
領
選
挙
法
が
発
表

さ
れ
た
の
は
九
月
、
議
会
選
挙
法
の
発
表
は
一
〇
月
に
な
っ
て
か
ら

で
あ
っ
た
。
当
初
は
両
選
挙
の
同
時
開
催
で
合
意
さ
れ
て
い
た
が
、

Ｈ
Ｏ
Ｒ
は
一
二
月
二
四
日
に
大
統
領
選
挙
を
実
施
、
過
半
数
を
獲
得

し
た
候
補
が
出
な
け
れ
ば
約
三
〇
日
後
に
上
位
二
名
の
決
選
投
票
を

行
い
、
そ
の
際
に
議
会
選
挙
も
同
時
開
催
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

　

秋
か
ら
は
選
挙
に
向
け
た
国
際
社
会
の
支
援
も
加
速
し
た
。
安
保

理
常
任
理
事
国
の
米
・
英
・
仏
に
加
え
、
リ
ビ
ア
に
深
く
関
与
す
る

独
・
伊
の
五
ヵ
国
か
ら
な
る
「
Ｐ
３
＋
２
」
が
働
き
か
け
、
二
〇
年

一
月
お
よ
び
二
一
年
六
月
に
独
ベ
ル
リ
ン
で
、
二
一
年
一
一
月
に
仏

パ
リ
で
国
際
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
日
本
も
国
連
開
発
計
画
（
Ｕ
Ｎ

Ｄ
Ｐ
）
を
通
じ
て
選
挙
関
連
機
材
の
調
達
・
輸
送
に
対
す
る
約
二
億

円
の
供
与
を
決
定
、
一
〇
月
に
は
ト
リ
ポ
リ
の
Ｈ
Ｎ
Ｅ
Ｃ
本
部
で
署

名
式
が
行
わ
れ
た
。
同
月
に
は
ト
リ
ポ
リ
で「
リ
ビ
ア
安
定
化
会
合
」

が
開
催
さ
れ
、
三
一
ヵ
国
・
機
関
の
代
表
が
出
席
し
、
選
挙
と
政
治

安
定
化
へ
の
支
持
を
表
明
し
た
。

　

一
一
月
上
旬
に
大
統
領
・
議
会
選
の
立
候
補
受
付
が
開
始
さ
れ
、

大
統
領
選
に
九
八
名
、
議
会
選
（
議
席
二
〇
〇
）
に
は
五
三
八
五
人

の
申
請
が
あ
っ
た
。
選
挙
に
対
す
る
国
民
の
期
待
は
高
く
、
国
民
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約
六
五
〇
万
人
の
う
ち
二
八
〇
万
人
以
上
が
有
権
者
登
録
を
行
っ

た
。
だ
が
、
大
統
領
選
の
最
終
候
補
者
リ
ス
ト
が
確
定
せ
ず
、
選
挙

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
開
始
さ
れ
な
い
中
で
、
一
一
月
下
旬
に
突
如
ク
ビ

シ
ュ
Ｕ
Ｎ
Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｌ
代
表
が
辞
任
を
表
明
し
た
。
一
二
月
上
旬
、
Ｌ

Ｐ
Ｄ
Ｆ
を
取
り
ま
と
め
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
元
Ｕ
Ｎ
Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｌ
代
表
代

行
（
米
国
人
外
交
官
）
が
国
連
リ
ビ
ア
担
当
特
別
顧
問
に
任
命
さ

れ
、
急
遽
リ
ビ
ア
に
飛
ん
だ
も
の
の
、
諸
勢
力
と
の
調
整
は
難
航
し

た
。
結
局
目
立
っ
た
進
展
が
見
ら
れ
な
い
ま
ま
「
時
間
切
れ
」
と
な

り
、
一
二
月
二
二
日
に
Ｈ
Ｎ
Ｅ
Ｃ
は
選
挙
の
一
ヵ
月
延
期
を
発
表

し
た
。

混
乱
を
引
き
起
こ
し
た
有
力
候
補
の
顔
ぶ
れ

　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り
の
大
統
領
選
実
施
を
妨
げ
た
要
因
は
、「
誰

が
立
候
補
資
格
を
持
つ
の
か
」
を
め
ぐ
る
議
論
に
決
着
が
付
か
な

か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
よ
り
具
体
的
に
は
、
立
候
補
申
請
を
提
出
し

た
九
八
名
（
う
ち
一
名
辞
退
）
の
中
で
以
下
の
三
名
の
取
り
扱
い
が

争
点
と
な
り
、
候
補
者
リ
ス
ト
の
確
定
が
妨
げ
ら
れ
た
。

①
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ハ
ミ
ー
ド
・
ド
ベ
イ
バ
首
相

　

ド
ベ
イ
バ
Ｇ
Ｎ
Ｕ
首
相
は
成
功
し
た
実
業
家
で
あ
り
、
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ン
ら
し
く
さ
ま
ざ
ま
な
勢
力
と
「
デ
ィ
ー
ル
」
を
行
っ
て
政
治
を

進
め
た
。ま
た
、公
務
員
の
給
与
増
額
や
補
助
金
の
ば
ら
撒
き
に
よ
っ

て
国
内
の
支
持
を
高
め
、
最
有
力
候
補
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。
し
か

し
、
同
首
相
は
就
任
前
後
の
汚
職
疑
惑
、
選
挙
法
に
従
っ
て
立
候
補

前
に
首
相
職
を
退
任
し
な
か
っ
た
こ
と
、立
候
補
書
類
の
偽
造
疑
惑
、

そ
も
そ
も
首
相
就
任
時
に
国
政
選
挙
に
出
馬
し
な
い
旨
の
誓
約
書
に

署
名
し
て
い
た
こ
と
な
ど
に
対
し
て
非
難
が
起
き
て
い
る
。
他
方
で

現
職
首
相
と
し
て
の
政
治
力
は
大
き
く
、
選
挙
委
員
会
や
司
法
も
手

が
出
せ
な
い
状
況
で
あ
る
。

②
ハ
リ
ー
フ
ァ
・
ハ
フ
タ
ル
司
令
官

　

リ
ビ
ア
東
部
を
実
効
支
配
す
る
軍
事
組
織
Ｌ
Ｎ
Ａ
を
率
い
る
ハ
フ

タ
ル
司
令
官
は
、二
〇
一
九
年
の
ト
リ
ポ
リ
侵
攻
が
失
敗
に
終
わ
り
、

Ｇ
Ｎ
Ｕ
発
足
を
受
け
て
国
内
外
の
支
持
が
大
き
く
低
下
し
た
。
し
か

し
、
依
然
と
し
て
東
部
で
は
強
い
政
治
的
・
軍
事
的
影
響
力
を
維
持

し
て
お
り
、
ハ
フ
タ
ル
が
選
挙
か
ら
排
除
さ
れ
た
場
合
、
Ｌ
Ｎ
Ａ
が

選
挙
を
暴
力
的
に
阻
止
す
る
可
能
性
が
懸
念
さ
れ
る
。
他
方
で
ハ
フ

タ
ル
の
立
候
補
が
確
定
し
た
場
合
、
東
部
で
は
自
由
・
公
平
な
選
挙

が
ほ
ぼ
不
可
能
で
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、
彼
と
敵
対
す
る
西
側
の
勢

力
が
強
く
反
発
し
、
選
挙
が
妨
害
さ
れ
る
リ
ス
ク
が
あ
る
。

③
サ
イ
フ
・
イ
ス
ラ
ー
ム

　

カ
ダ
フ
ィ
元
指
導
者
の
次
男
で
あ
る
同
人
は
、
二
〇
一
一
年
の
政

権
崩
壊
後
に
拘
束
さ
れ
、
そ
の
後
公
に
姿
を
現
す
こ
と
は
一
切
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
二
〇
二
一
年
七
月
に
米
紙
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
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受
け
た
後
は
精
力
的
に
政
治
活
動
を
開
始
し
、
一
一
月
に
は
南
部
の

都
市
サ
ブ
ハ
で
立
候
補
登
録
を
行
っ
た
。
カ
ダ
フ
ィ
政
権
の
最
重
要

人
物
だ
っ
た
だ
け
に
サ
イ
フ
・
イ
ス
ラ
ー
ム
に
対
す
る
国
内
外
の
反

発
は
強
い
も
の
の
、
近
年
の
混
乱
か
ら
距
離
を
置
い
て
い
た
同
人
に

期
待
す
る
向
き
も
あ
る
。
た
だ
し
、
国
際
刑
事
裁
判
所
（
Ｉ
Ｃ
Ｃ
）

か
ら
逮
捕
状
を
発
行
さ
れ
、
国
内
の
裁
判
所
か
ら
は
死
刑
を
宣
告
さ

れ
て
お
り
（
そ
の
後
恩
赦
）、
選
挙
法
に
抵
触
す
る
可
能
性
が
指
摘

さ
れ
る
。

　

現
状
で
は
上
記
の
有
力
候
補
者
全
員
が
法
的
正
統
性
（
レ
ジ
テ
ィ

マ
シ
ー
）
上
の
問
題
を
抱
え
て
お
り
、
大
統
領
選
挙
法
を
厳
密
に
適

用
す
れ
ば
、全
員
が
立
候
補
資
格
を
失
う
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、

三
名
と
も
大
き
な
政
治
的
影
響
力
を
持
ち
、
特
に
ド
ベ
イ
バ
首
相
と

ハ
フ
タ
ル
司
令
官
は
傘
下
に
軍
事
組
織
を
抱
え
る
た
め
、
立
候
補
資

格
の
剥
奪
は
暴
力
を
引
き
起
こ
す
恐
れ
が
あ
っ
た
。
政
府
・
議
会
・

司
法
・
選
挙
委
員
会
の
い
ず
れ
も
が
投
票
日
直
前
ま
で
重
要
な
意
思

決
定
を
行
え
な
か
っ
た
（
行
お
う
と
し
な
か
っ
た
）
こ
と
が
、
選
挙

プ
ロ
セ
ス
が
停
滞
し
た
主
要
因
だ
と
い
え
る
。

選
挙
の
実
現
と
政
治
の
安
定
化
に
向
け
た
課
題

　

Ｕ
Ｎ
Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｌ
や
Ｐ
３
＋
２
は
選
挙
の
早
期
実
施
を
目
指
し
て
働

き
か
け
を
続
け
て
い
る
も
の
の
、
Ｇ
Ｎ
Ｕ
や
Ｈ
Ｏ
Ｒ
を
含
め
た
国
内

勢
力
は
、
選
挙
よ
り
も
既
得
権
益
の
維
持
や
対
抗
勢
力
の
排
除
を
優

先
さ
せ
る
動
き
を
強
め
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
民

兵
が
ト
リ
ポ
リ
周
辺
に
集
結
し
て
お
り
、
治
安
面
で
の
緊
張
が
高

ま
っ
て
い
る
。
二
〇
二
一
年
一
二
月
下
旬
か
ら
は
民
兵
が
南
西
部
の

油
・
ガ
ス
田
を
封
鎖
し
、
産
油
量
が
約
四
分
の
一
に
当
た
る
日
量

三
五
万
バ
レ
ル
減
少
し
た
。

　

選
挙
支
援
に
携
わ
る
専
門
家
は
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
面
で
は
投
票

準
備
は
ほ
ぼ
整
っ
て
お
り
、
候
補
者
の
最
終
リ
ス
ト
が
発
表
さ
れ
れ

ば
、
短
期
間
で
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
投
票
カ
ー
ド
の
作
成
を
終
え

て
選
挙
が
実
施
可
能
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
裏
を
返
せ
ば
、
選
挙
の

遅
れ
は
技
術
的
要
因
で
は
な
く
政
治
的
な
意
思
決
定
の
不
在
や
政
治

対
立
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
ど
れ
ほ
ど
の
時
間
を
投
入
す
れ
ば
解
決

す
る
の
か
、
予
測
が
難
し
い
。
二
〇
二
二
年
に
入
っ
て
も
選
挙
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
再
設
定
に
向
け
た
具
体
的
な
議
論
は
出
て
お
ら
ず
、

「
一
ヵ
月
延
期
」
後
の
一
月
二
四
日
に
選
挙
が
実
施
さ
れ
る
見
通
し

も
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。

　

難
し
い
局
面
で
は
あ
る
が
、
政
治
対
立
の
激
化
や
内
戦
の
再
燃
を

防
ぐ
た
め
、
国
際
社
会
に
は
選
挙
を
通
じ
た
政
治
の
安
定
や
国
民
和

解
の
た
め
に
粘
り
強
い
働
き
か
け
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
ま

た
、
リ
ビ
ア
問
題
の
解
決
は
地
域
全
体
の
安
定
に
資
す
る
と
い
う
視

点
を
持
ち
、
中
長
期
的
な
支
援
を
行
う
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
●




